
培養実施率の低下がみられる要因として、胆管炎など培養提出できない感染症が 含まれていること、

検査採取が緩和ケアの患者にとって苦痛になること、 コロナ感染症による影響などが考えられた。 

今後も可能な範囲で微生物学的診断に基づく抗菌薬使用の教育と啓発を行っていく。 


